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墨田区長　山本 亨

「ひと、つながる。墨田区」
へようこそ

　日ごろから、墨田区政にご理解とご協力をいた
だき、誠にありがとうございます。そして、新し
く墨田区民となられた皆さま、ようこそ墨田区へ。
　墨田区は、歴史や伝統文化が息づく人情あふれ
るまちです。また、近年は、すみだ北斎美術館や
東京スカイツリー ®を有する国際観光都市として
も注目を集めています。新旧の魅力が混在するま
ちとして、その姿は日々、変化し続けていますが、

「人と人とのつながり」を大切にする絆の深さは、
変わることがありません。
　そのような中、区では、「人がつながり 夢をカ
タチに 墨田区」をキャッチフレーズに掲げ、20年
ぶりとなる「墨田区基本構想」を策定しました。
新たな基本構想に描かれるまちの姿を区民の皆さ
まと共有し、魅力や活力あふれる墨田区を一緒に
つくっていきたいと考えています。発展を続ける

「すみだ」の未来に向け、皆さまのお声やご参加を
お待ちしています。
　この「すみだ暮らしのガイド」では、基本構想
の概要や区民の皆さまの生活に関わりの深い区の
事業、施設案内、お薦めスポットなどを掲載して
います。この冊子をご活用いただき、皆さまの生
活のさまざまな場面でお役立ていただければ幸い
です。

ごあいさつ
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墨田区が目指しているまちの姿【墨田区基本構想】

人がつながり 夢をカタチに 墨田区

　墨田区は東京都東部に位置し、隅田川や荒川などの河川に囲まれた
平坦な低地。かつては東京湾の入江でしたが、長い年月をかけて河川
が土砂を運び、現在の土地が形成されました。

■ 平安から戦国時代
　９世紀ごろ、現在の隅田川は「住田河」と史料に記され、「伊勢物語」
では在原業平が詠んだ歌などによって、この地が京にも知られるように
なります。隅田川は武蔵国と下総国を隔てる川で、区北部地域は東西を
結ぶ古代東海道の渡河地点として栄え、源頼朝が軍勢を率いて渡ったの
もこの付近と考えられています。戦国期になると北条氏の支配下となり、
区北部地域の農地化が進みました。

■ 江戸時代
　明暦の大火（1657 年）を機に、幕府が防火を目的とした都市再編を
行い、現在の本所一帯が武家屋敷の町として整備されました。赤穂浪士
が討ち入りを果たした吉良邸もこの地にあり、歴史の舞台となりました。
　一方、本所の北に位置する向島は、豊かな田畑をもつ農村として江
戸の人々の食を支えました。やがて江戸中期になると、川沿いは庶民
の行楽地として人気を集め、隅田堤の桜は名所の一つとなり、隅田川の

花火、両国の相撲などと
ともに庶民文化を彩りま
した。
　また、多くの文人墨客
がすみだの地を訪れ、風
景や人々の暮らしを題材
に作品を残しました。 葛
飾北斎もすみだの情景を
多く描いています。

■ 近代から現代へ
　明治期、南部は本所区、北部は南葛飾郡となり、やがて工業地帯と
して発展し、紡績や石鹸などの産業が盛んになります。関東大震災と戦
災で甚大な被害を受けましたが、戦後の昭和 22 年（1947 年）、本所
と向島が一緒になり墨田区が誕生。高度経済成長期には「ものづくりの
まち」として再生し、教育・福祉・文化施設の整備が進みました。
　近年は、都心回帰の流れや交通利便性の向上に伴い、人口が増加す
るなど、東京スカイツリー ®の開業も相俟って、新たな発展を続けてい
ます。

すみだの特徴であり、これからも大切にしていきたい「人と人とのつながり」。
このまちで生きる一人ひとりが夢や希望を持って未来へと進むことができ、挑戦する人を
みんなで支え、応援できるまちを目指しています。
魅力や活力あふれるすみだを一緒につくりあげていきましょう。

「墨田区基本構想」の詳細は、
こちらから区ホームページを
ご覧ください。

詳しくは、区ホームペー
ジをご覧ください。 →

が主役であること、　　　　　を活かすこと、　　　　　を磨き続けること人 つながり まちの
個性

まちづくりの基本理念

墨田区のプロフィール

墨田区の歴史

墨田区の姉妹都市・友好都市 墨田区ゆかりの人物

安全で心地よい
暮らしがある

基本目標３
あたたかい

おせっかいが めぐる

基本目標２

豊かな感性が豊かな感性が
磨かれる磨かれる

豊かな感性が
磨かれる

基本目標１

● 東京都台東区
● 長野県上高井郡小布施町
● 山形県鶴岡市
● 栃木県鹿沼市
● 中華人民共和国北京市石景山区
● 大韓民国ソウル特別市西大門区

● 江戸の天才絵師　葛飾北斎
江戸を代表する浮世絵師・葛飾北斎は、本所割下水付近に生まれ、
およそ 90 歳の長寿で生涯を絵に捧げた鬼才です。代表作『冨嶽
三十六景』には、隅田川や向島の風景も多く登場し、江戸の粋と
庶民の息づかいを世界に広めました。

● 幕末の英傑　勝海舟
幕末から明治にかけて活躍した勝海舟は、本所亀沢に生まれまし
た。蘭学や海軍術を学び、幕府海軍の創設に尽力。西洋文明を取
り入れた先見の明を持ち、坂本龍馬ら多くの志士に影響を与えまし
た。江戸無血開城では主導的役割を果たしました。

面積

 13.77㎢

区の紋章
「ス」の字の組み合わ
せで発展する区の姿
を象徴したものです。

墨田区の区名の由来
昔から広く人々に親しまれてきた隅田
川堤の通称 “ 墨堤 ” の呼び名の「墨」
と、“ 隅田川 ” の名の「田」 から名
付けられました。

シティプロモーションロゴマーク
墨田区では、すみだの地域力が一層高められるよう、区民の地域に対する愛着
と誇り（シビックプライド）を高めていくことを目的にシティプロモーションを
実施しています。このロゴマークは、そのシンボル。墨田区が「人と人とのつ
ながり」を大切に未来へ歩んでいくという思いが込められています。

区の花
  【つつじ】

区の木
  【さくら】

人口

289,049人
世帯数

172,323世帯
＊令和７年１1 月現在

勝海舟像（墨田区役所前うるおい広場）

歌川広重「東都名所 隅田川はな盛」
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